
アンドロメダ

うお座

おうし座

オリオン
　座

カシオペヤ座

きりん座

おおぐま座

こぐま座

こうま座

ふたご座

みずがめ座 やぎ座

ペガスス座

とかげ座

くじら座

おひつじ座

つる座

ふたご座

こいぬ座

オリオン座

き
り
ん
座

くじら座

カシオペヤ

とかげ座

アンドロメダ

おうし座

うお座

ペガスス座

おおぐま座

こぐま座

おひつじ座

アンドロメダ座：アンドロメダ座は秋から冬にかけて見れる大きく明るい星座です。
こいぬ座：こいぬ座は冬の朝早くに天の川のほとりにまぶしく輝く小さな星座です。
おおいぬ座：全天でもっとも明るく光るシリウスのある冬の星座です。オリオン座の「三つ星」を左下に延ばした先にあります。
おおぐま座：しっぽの一部が北斗七星として知られる大きな星座です。88 こある星座の中で３番目に大きい星座です。
うお座：うお座は 11 月ごろに、V 字を横に寝かせたかたちに見えます。V 字のようですが、二匹の魚がつながっているのです。
とかげ座：とかげ座は秋の夜空に見える小さな星座ですが、手足を広げ、しっぽを持ったとかげが天の川に身を半分浸しているすがたをあらわします。
みずがめ座：みずがめ座は秋の夜に見れます。逆さにした水がめから水があふれている姿をあらわします。
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星座の話
きりん座：きりん座はとても大きな冬の星座です。最初は「らくだ座」と言われていましたが、きりん座と呼ばれるようになって今もきりん座で親しまれています。
こぐま座：北半球では１年中見られる北極星を含む星座です。北斗七星によく似ているので、北斗七星の「大びしゃく」に対して「小びしゃく」とも呼ばれます。
ぺガスス座：ぺガスス座は秋の夜に見れる大きな星座です。天馬ぺガススをあらわしています。
カシオペヤ座：カシオペヤ座は秋から冬に見れる星座です。大きく明るく、北斗七星と同じに、時刻を数える星座として昔から船旅に大切な星でした。
オリオン座：明るくて大きな星が集まり、均整のとれた美しい冬の星座です。中央に「三つ星」が並んでいるので見つけやすいです。
おうし座：おうし座は冬に見れる星座です。おうし座をつくる星に日本では「すばる星」といわれるプレアデス星団があります。
やぎ座：やぎ座は秋の夜空で見れます。普通のやぎではなく、下半身は魚の姿です。

秋の星座

ー 星座すごろくの進め方 ー

自分だけのコマ（ドングリやピン

バッジなど）とサイコロを用意し

て遊んでください。各マスにある

指示を変更してもおもしろいで

すよ。遊び終わった後に夜空を見

上げてみれば、きっとたくさんの

星座が見つけられるよ。

冬の星座

アンドロメダ座に
見とれて１回休み。

大きな 声 で 犬 の
鳴きまねをしてみ
よう。

こぐま座までジャンプ！

くまにびっくり
して１回休み。

こぐま座までジャンプ！

とかげにびっくりして２マ
スもどる。

流れる水にのって１マ
スすすむ

きりんの鳴きごえを想像し
てまねしてみよう

くまの歩き方をまね   
  して、友だちの周り
　  を１周しよう。

天馬ペガススにまたがって、
出たサイコロの目の
　数だけもどる！

カシオペヤ座に見とれて１
回休み。

オリオン座
の大星雲の
中で２回休み。

大きな声でうしの
鳴きまねをしてみ
よう。

大きな声でやぎの鳴きまね
をしてみよう。


